
勤務医の状況等 [　年間評価　]
〇　医師数　　常勤医師  24.58名　　非常勤医師　　5名 〇　医師数　　常勤医師　名　　非常勤医師　　名
〇　平均勤務時間　167.4時間／月　（最大　261.2時間） 〇　平均勤務時間　時間／月　（最大　時間）
〇　平均当直回数　2.2回／月 〇　平均当直回数　回／月

具体的内容 評価

看護師から他の職種へのタスクシフトを促進し、医師からの代行指示を受ける範疇の拡大のため、業務

改善を行う
診療の補助に関する手順を、医師ごとに異なる内容に対応できるものへと改編し、院内

の看護師すべてに共有できるよう、部署の特性による実施可能性に相違のないように、

平準化したものを作成するよう留意する

災害救急、循環器二次救急に関わる看護職員の診療補助業務の整理と対応スキルの向上をはかり、

医師の負担を軽減する。
代行可能な業務を追加する場合には、看護師のマニュアルを整備し、医師の指示の発

生から患者への実施までの手順を詳細に整える

・超過勤務の軽減と平均化 医師の適正人員を確保し、受け持ち患者数の平均化を図る

・一人当たり当直回数の軽減、平均化 当直医師に偏りが無いよう当直担当医師数を確保する

入院時持参薬鑑別、代替内容入力および処方支援

入院時持参薬について、院内採用品に変換し、初回の定期処方日までのつなぎ処方

を代行する。代替不可となる製剤の持参があり、継続が推奨されると判断した際は病

棟と主治医への報告を行う。

プロトコルに基づく定期処方、一部退院処方に対する処方支援

変更指示がない場合に定期処方の代行処方を行う。退院日が決定している場合、入

院期間内分の日数調整など対応を行い、退院後の施設確認なども必要に応じて対応

する。

転院先より持参する薬剤の日数について要望がある場合があるため、患者サポートセン

一部院外薬局からの疑義照会の代行

調剤薬局からの問い合わせについて、湿布等外用薬の枚数や、残薬調整に関わる投

与日数調整などの疑義照会について一部代行する。

疑義や問い合わせが来た薬局別に院内での対応をまとめたマニュアルを薬剤部内で整

備作成済。

抗生剤、抗MRSA薬に代表される採血検査や用量調整など処方支援
抗MRSA薬は使用数量把握、採血検査や投与用量設計など対応。血中濃度採血

の結果に伴う用量変更、電子カルテの注射オーダー代行入力なども対応。

診断書関連業務の整備
身体障害者診断書・年金診断書・難病診断書等の認定基準を網羅したマニュアルを

作成する。

チーム医療の推進
医師事務作業補助者の業務領域を再確認し、他職種と協働し効率よく業務が行える

よう手順の見直しや配置の見直しを行う
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令和7年度　医師負担軽減　計画と評価  (目標達成時期＿令和8年3月）
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